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審査結果要旨
 
嚢
舞
灘
窟
購
離
職
癌
鯉
l
i
閉塞性睡賎蒔無呼
性機の減退など,様
全,不整脈などの誘函
これまで,OSAS、
められ,それらの
塞部位との関連性
成人男性30名で
(Ret猫糞iataiと
よる閉塞)である
診漸には,MackeH
はOSAS症状が認められないio名の日本人成人男性が選択され
硯究資料としては,
各群の顎顔面形
はR§率Rgよりも
いという傾向も認
すべての群に共通
 患者の顎顔面形態は気道の閉塞部位お
これまでの研究報
有していること
窄部位や閉塞部位
塞部位と顎顔面形
界に先駆けて提供
 に,貢献するところ大である。
よって,本論文は歯学博士の学位授与に値するものと判断する
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